
1．本研究の目的及び問題の所在

1.1．研究の背景
2010年に，幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続

の在り方に関する調査研究協力者会議より「幼児期の教

育と小学校教育の円滑な接続の在り方について」の報告

がまとめられた。2010年以前の幼小連携に関する研究

では小1プロブレムなど学校への適応に着目した傾向が

みられたが，この報告では幼児教育と初等教育の接続の

構造を「教育の目的・目標」，「教育課程」，「教育活動」

の3点から捉え，学びの連続性を踏まえた接続期の重要

性に焦点が当てられた。

しかし，幼児教育の特色である子どもの遊びを学習の

基礎へと結びつけて活動を実施していく点は，各教科

のねらいから資質・能力の育成に取り組む初等教育とは

違いがある。さらに評価においても幼児教育と初等教育

では違いがある。図画工作科を例に挙げると村田・竹本

（2015）は幼小連携を考えた場合に，幼児教育と初等教

育それぞれの評価の内容や方法の理解を促進すること

が必要だと述べた。また，村田らは小学校の図画工作

科では学習指導案の段階で評価基準を設定した上で藤本

（2009，pp.108-121）による評価事例を参照し，「観察

（見取り）による評価」，「言語（児童の発言，発表，学

習カードや感想文など）による評価」，「記録した映像に

よる評価」，「作品などによる評価（アイディアスケッチや

途中の作品の記録も含む）」，「自己評価と相互評価」を

挙げ，児童の学習状況に応じた評価を示している。一方，

幼児教育では各幼稚園の目標に基づき，クラス目標や長

期から短期の目標を設定し，実践が行われている。文部

科学省（2018，p.115）は『幼稚園教育要領解説』にお

いて，評価について「幼児理解に基づいた評価を行う際

には，他の幼児との比較や一定の基準に対する達成度に

ついての評定によって捉えるものではないことに留意する

必要がある。」と示し，目標に準拠した初等教育での評

価とは方法の点で異なっている。もちろん，評価を行う

目的は両者同一の考え方を持ち，評価の過程を経て指

導の在り方を見直すことや教育内容の改善は両者にも共

通な要素である。しかし，教育活動の観点から捉えた際

に，幼小連携を実施していく場合には憚る要因が多数あ

るといえるだろう。

1.2．問題の所在
文部科学省（2010）が示す幼児期の教育と小学校教

育それぞれの特徴として「教育のねらい・目標」，「教育
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課程」，「教育の方法等」の3点がある（表1）。教育課程

では小学校の教科カリキュラムと比較し，幼児期の教育

では経験カリキュラムとなっている。しかし，丁子（2012）
によると図画工作科では材料や道具の使用に関して，幼

児教育と同様に経験カリキュラムの視点を持っていること

が指摘されている。図画工作科は経験カリキュラムを引

き継ぎながら，教科カリキュラムの視点を持つようになり，

幼児教育の「豊かな感性をもつ」，「表現して楽しむ」，「表

現を楽しむ」に加え，学習指導要領における教科の資

質・能力を育てることが目標になるという。また他にも美

術教育の分野では池田他（2019）が図画工作科におけ

る造形遊びと幼児教育の共通性を踏まえた上で幼稚園に

て造形遊びを実施し，活動における幼児の学びを明らか

にした。教育方法やねらい・目標の違いはあるが，その

一方で図画工作科は材料や用具を扱い，活動の経験か

ら学びを捉えていく視点は幼児教育の実践と類似する点

もあるといえよう。

その他に，生活科に着目した研究がある。安藤（2020）
は小学校1年生担任の教師の意識に着目し，幼児教育と

初等教育の学びの連続性について考察した。安藤は生活

科の学習指導場面から，教師の意識には子どもの見取り

と支援，及び保育者との連携について新たな志向が生じ

ていたことを明らかにした。また，研究の中で安藤は幼

児期に個々の子どもが身につけた内容や程度について違

いがあると述べ，小学校の教師が子どもの学びをつなげ

ていくためにも教育課程の編成や幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿の理解に留まらず，教科などの学習に生か

す授業実践を行っていく必要があると述べた。

幼小連携には教育課程の相互理解や学びの内容，指

導方法の共有のみならず，授業実践単位での見取りも必

要である。加えて，安藤は生活科における教師の意識に

着目したが，授業実践に焦点を当てるならば教材にも着

目する必要があるといえよう。図画工作科の教材では保

育所，幼稚園，認定こども園にて実施されている活動は

類似している。こうした観点からも教材を通した幼小連

携について教育の場に実装できる視点が必要である。

表1　幼児期の教育と小学校教育それぞれの特徴
幼稚園 小学校

教 育 の
ねらい・
目標

方向目標
（「〜味わう」「感じる」
等の方向づけを重視）

到達目標
（「〜できるようにする」
といった目標への到達
度を重視）

教 育 課
程

経験カリキュラム（一
人一人の生活や経験を
重視）

教科カリキュラム（学
問の体系を重視）

教 育 の
方法等

個人，友達，小集団
「遊び」を通じた総合的
な指導
教師が環境を通じて幼
児の活動を方向づける

学級・学年
教科等の目標・内容に
沿って選択された教材
によって教育が展開

1.3．本研究の目的
以上のように図画工作科では幼児教育の領域「表現」

として行われている活動と関連している点も多くある。し

かし，前述したように幼児教育と初等教育は教育のねら

い・目標，教育課程，教育の方法などの違いから特に教

育活動について連携を前提とした教材の研究は少ない。

国立教育政策研究所（2017）によると幼小連携の実践と

して幼稚園や保育所において，図画工作科や音楽科の

専科教員が授業を行っている事例がある。さらに小学校

では生活科を中心に，学校探検や遊びを取り入れること

によって学校に慣れることを目的としたスタートカリキュラ

ムを実施している。このように学校へ適応するという観

点から教育内容が構成されている。

本研究の目的は初等教育と幼児教育の活動内容につい

て教材から幼小連携に必要な観点を明らかにすることで

ある。本稿では幼児期の活動ならびに図画工作科でも行

われている工作に着目し，教材開発を行い，幼児を対象

に実践を行った。

2．研究方法及び分析について

2.1．教科書分析
日本文教出版及び開隆堂出版の1・2年生を対象とした

工作教材をまとめた（表2）1）。教材を概観すると，工作で

は全ての教材で紙素材が用いられている。また，幼児教

育での実践事例と比較すると教材の中には「まどからこ

んにちは」や「パタパタストロー」など幼児教育では用

いない道具を使う場合や仕掛けに関しての難易度が高い

活動もある。しかし，一方で道具や素材は幼児教育にお

いても身近に用いられているものが多くある。以上から，

幼児教育での工作教材を考案する場合に必要な点は次

の2点である。まず，紙素材を中心に身辺材や園児にとっ

て身近な材料を用いることである。次に，工作教材にお

ける「仕組み」を活用し，仕組みから表現の展開が広が

るようにすることである。上記の2点を踏まえ，教材を2
つ開発した。

2.2．研究方法
本研究ではA保育所の年長クラスと年中クラスの合同

クラスの園児を対象に2回実践を実施した。また，実践

を行う際にビデオ撮影と関与観察を行い，実践を終えた

後に園児の作品分析を行った。作品分析ではそれぞれ各

クラスの園児が製作した作品を，用いられている形や色，

表現方法の工夫の観点から考察を行った。

2.3．記録と倫理的配慮
園には写真撮影を事前に研究協力依頼に基づき，説
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明を行った。また，論文発表やプライバシー保護に関し

て同意を得て活動を行った。実践者と補助者は関与観察

をしながらデジタルカメラで園児の製作の様子と作品を

記録した。

表2　図画工作科教科書における工作教材

出版社の分類 上巻 下巻

・飾るもの・使える
ものをつくる（日
本文教出版）

・飾るものをつくる
工作題材（開隆堂
出版）

・ちょきちょき　か
ざり（日）

・ひらひら　ゆれて
（日）

・かざって　なに　
いれよう（日）

・チョッキン　パッ
でかざろう（開）

・うきうきボックス
（開）

・ひかりのくにのな
かまたち（開）

・わっかで　へんし
ん（日）

・くっつきマスコッ
ト（開）

・のりのりおはなが
みで（開）

・めざせ！カッター
ナイフ名人（開）

・まどのあるたても
の（開）

かぶってへんしん
（開）

・遊ぶもの・仕組み
から思い付いたも
のをつくる（日本
文教出版）

・遊ぶものをつくる
工作題材（開隆堂
出版）

・おって　たてたら
（日）

・かみざら　コロコ
ロ（日）

・にょきにょき　と
びだせ（日）

・ふわふわゴー（開）
・あそぼうよ，パク

パクさん（開）

・まどから　こんに
ちは（日）

・音づくり　フレン
ズ（日）

・わくわく　おはな
しゲーム（日）

・パタパタ　スト
ロー（日）

・みんなでワイワ
イ！紙けん玉（開）

・紙や，紙でできた
身近なものを主材
料にしたページ
（開隆堂出版）

ひらめきコーナー ひらめきコーナー

3．教材の実践について

3.1．紙コップで人形作り！
3.1.1．実践の概要・ねらい
実践の概要は次のとおりである。対象の園児は18名で

ある。9名が年中クラス，9名が年長クラスである。

教材名：紙コップで人形作り！

日　時：2023年8月10日（木）10：00〜11：00
場　所：A保育所保育室

実践者：小室明久

補　助：小島菜緒子他1名（記録・分析）

材　料：紙コップ，色画用紙，動眼

道　具：はさみ，木工用接着剤

本実践のねらいは教科書分析より示した2点を踏まえ，

園児にとって身近な材料である紙コップの対称的な側面

に切り込みを入れ，外側に向かって折り曲げることで底

の部分がくの字となり，手でパクパクと動かせるパペット

人形のようになる「仕組み」から遊びや表現を展開する

ことである。

本実践では園児が紙コップと画用紙を使った表現方法

に着目し，作品のテーマやそれぞれの作品にどのような

表現が現れているかを関与観察と記録動画から得られた

園児たちの様子を基に分析した。

3.1.2．実践の展開
本実践では，最初に導入を行った。まず，紙コップ人

形について，あらかじめ用意した人形を使い紹介を行っ

た（図1）。人形の紹介では実際に存在している生き物か

ら空想上の生き物まで園児たちが製作したい作品にでき

ることを伝えた。人形について話を終えた後に，紙コッ

プを開閉する仕組みについて説明した。説明後，園児た

ちに紙コップを配布し，「パクパク人形」として遊ぶこと

ができる状態にまで進めた。

人形の準備ができた後は，画用紙をはさみで切る貼り

方や手でちぎる方法を伝えた。方法について話した後は

頭に貼ることや手としても活用できるというように色画用

紙の様々な用い方についても説明を行った。材料の説明

を終えた後に，木工用接着剤とはさみの諸注意を行い，

製作活動へと移った（図2）。
製作活動を終えた後は机を移動し，鑑賞活動へと入っ

た。鑑賞活動では作った人形の名前と人形の紹介を園児

が行った（図3）。

図1　人形を用いて説明をする

図2　色画用紙を貼りつけ，人形を製作する

領域「表現」と図画工作科を結ぶ幼小連携の観点
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図3　人形を使いながら作品を紹介する鑑賞活動

3.1.3．実践の考察
実践後，作品における園児の表現の種類をまとめた

（表3）。さらに，作品のテーマやそれぞれの作品にどの

ような表現が現れているかを分析し，まとめた（表4）。
これらの表に加え，関与観察と記録動画から得られた園

児たちの様子を基に本実践を考察していく。

活動の導入では参考作品を示し，実践者は「皆でお友

達を作ってあげよう」と伝えた。導入後に園児たちに問

いかけた際には，「ネコさん」，「ウサギさん」といった動

物や生き物を挙げていた。作品のテーマとしてはネコ，

ウサギ，カエルなどの生き物を作った園児が13名であっ

た。人を模したものや怪獣，ゲームのキャラクター，電

車など5名の園児はそれらとは異なるテーマで作品を作っ

ていた。今回の実践の「仕組み」である，折り曲げた紙

コップの底の部分に装飾を加えた園児は18名中，11名
であった。具体的には，「ベロ」を作った園児が6名，口

を表現するために赤色の画用紙を貼りつけた園児が2名，

胴体の装飾としてパックン部分に画用紙を貼りつけてい

る園児が3名であった。「仕組み」部分に何も装飾を加え

なかった園児は7名であった。このことから「仕組み」を

意識して表現した園児がいる一方で，特に表現と「仕組

み」を結びつけずに活動した園児もいることがわかった。

活動開始直後に一人の園児は緑色の画用紙を見つけ，

実践者にカエルを作りたいと話した。画用紙を紙コップ

のような半円柱型の側面に沿わせて貼りつけ，形に合わ

せて周りを切り取ることが難しく，当初はなかなか形にな

らなかった。しかし画用紙を紙コップ全体に貼りつけよう

と保育者と共に取り組み，完成させることができた。こ

の園児は作品が完成する前段階から紙コップをぴょーん

ぴょーんと手で動かしていた。画用紙を使った表現が形

になる以前からカエルがどんなふうに跳ぶのか，紙コッ

プを動かし遊んでいた。

教科書教材である「あそぼうよ，パクパクさん」（開

隆堂出版，2020a）は本実践と教材の内容，ねらい

共に共通している。また「みんなで　ワイワイ！紙け

ん玉」（開隆堂出版，2020b）も仕組みを活かして製

作し，作品で遊ぶことをめあてとしている教材の1つ
である。同じ小学校低学年の教材である両者の違い

は，「仕組み」の作成に対する違いである。「あそぼう

よ，パクパクさん」では「仕組み」の動きや特徴を捉

えることが目標として示されている一方，「仕組み」が

生まれる過程や方法はどの作品においても同じであ

る。対して「みんなで　ワイワイ！紙けん玉」では「面

白い構造やたのしい遊び方を考えたりする」と示さ

れ，子どもが「仕組み」自体を考え，表すということが

ねらいにある。作品を製作する前からカエルがどんな

ふうに跳ぶのか想像し遊んでいた園児のように，園児

たちの活動において仕組みという土台を基に活動を始め，

仕組みに沿った製作を進めていくことも重要だが，「仕

組み」をきっかけとして遊びや表現が生まれていくこと

も重要である。また作品表現の種類からは表4に示した

ような表現方法がみられ，「あそぼうよ，パクパクさん」

（開隆堂出版，2020c）における色画用紙やクレヨンな

どの身近な材料を効果的に使うという要素と共通してい

るといえる。

表3　園児の作品にみられた紙表現の種類

「仕組み」を意識して作っている（ベロや口の表現）

紙コップを切り抜いて形を変えている

複数の色画用紙を使っている

パーツを紙コップからあえてはみ出させるようにして

貼っている

同じ色の画用紙を重ねて貼ったり，ツギハギになるよう

にして貼っている

異なる色の画用紙を重ねて表現している

はさみで切って表現している

手でちぎって表現している

紙コップ全体を覆うようにして一枚の色画用紙を貼って

いる

小さくて複雑な細かいパーツを作っている

四角や三角などの比較的シンプルなパーツを組み合わせ

て作っている

パックンにリボンやボタンなどの装飾を工夫してくっつ

けている

顔のディテールやパーツの装飾に鉛筆を使っている

パーツを切り抜く前に，鉛筆で下描きをしている
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3.2．入れてふって！レッツ音づくり
3.2.1．実践の概要・ねらい
実践の概要は次のとおりである。対象の園児は20名で

ある。10名が年中クラス，10名が年長クラスである。前

回の実践の際に欠席だった2名が加わり，計20名が参加

した。

教材名：入れてふって！レッツ音づくり

日　時：2023年8月22日（火）16：00〜17：00

場　所：A保育所保育室

実践者：福田真子

補　助：小室明久（記録・分析），小島菜緒子（記録・分析）

材　料：ペットボトル，ストロー，マカロニ，大豆，ビー玉，

デコレーションボール，花紙，ビニールテープ，マスキ

ングテープ，丸型シール，動眼シール

道　具：はさみ

本実践では園児の能動的かつ多様な行為から「仕組

表4　作品における園児の表現の種類
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み」の理解に繋がる活動が生まれることに着目した。本

実践における「仕組み」とは，ボトルに入れる素材の種

類や量，鳴らし方によって音色や音量が変わることであ

る。本実践のねらいは「楽しみながら音づくりをする」

であり，その中で園児たちがどのように「仕組み」の理

解に関わるかという観点をもちながら実践と関与観察を

行った。

3.2.2．実践の展開
本実践は，ペットボトル容器に様々な素材を入れ，振

る，回すといった動作で鳴らす音の違いを楽しみながら

音づくりを行い，装飾して作品に仕上げるという内容であ

る。1時間の中では，音づくりと装飾の活動を段階的に

説明して進行した。導入では短く切ったストローやマカロ

ニなどの食材，ビー玉などの素材を園児たちに見せ，ペッ

トボトルに入れて鳴らしてみたいものを一人ずつ手に取り

ながら選んでもらった（図4）。次に，素材をペットボトル

に入れ，音を鳴らしてもらった（図5）。動作や力の強弱，

素材の種類や量によって，音の大きさや音色が変わるこ

とを伝え，園児たちは自分のお気に入りの音づくりを試

行錯誤した。

音づくりの後は装飾を行った。中に入れる花紙や，蓋

を留めるビニールテープ，シールとマスキングテープを提

示した。目玉シールを使いキャラクターのようにする例と，

テープやシールの模様でマラカスのようにする例を紹介

した後で，自由に装飾してもらった（図6）。

図4　ペットボトルに入れる素材を選ぶ

図5　素材を入れて音づくりをする

図6　シールやテープで装飾する

3.2.3．実践の考察
本実践「入れてふって！レッツ音づくり」では園児が

ペットボトルと多様な素材を使ってどのような音をつくり

作品を完成させるかを捉えた。実践後に作品分析を行っ

た記述をまとめた（表5）。さらに作品分析からみられた

表現の種類を整理したものを作成した（表6）。そして，

関与観察や記録動画から得られた，園児たちにみられ

た動作の種類についてまとめた（表7）。これらを基に，

本実践を以下の視点から考察していく。

園児たちは音づくりにおいて，特に動作や素材自体に

着目して活動に取り組んでおり，素材を入れる行為や，

振る，回すといった音の鳴らし方を試していた。本実践

では表7のように多様な動作の種類がみられたが，特に

音づくりにおける音を鳴らす段階で最も多くの種類がみ

られた。始めは多くの園児がマラカスを振るように鳴らし

ていた。しかしその後，ボトルを振る方向，回数，力の

強弱，ボトルを持つ位置や向き，片手と両手での持ち比

べ，転がす，叩くなどの鳴らし方を試していた。これら

の動作では「仕組み」を試行錯誤するために意図的に行

う園児もいれば，周囲の園児の鳴らし方を見て，同じ振

り方を試す園児やお気に入りの鳴らし方を見つけ繰り返

す園児もいた。また，園児が五感を使って素材に関わっ

ていた様子もみられた。聴覚では音づくりの際に「音を

自分で聞きながら鳴らし他者にも聞かせる」園児や「ト

ンカチを打つように力強く一回だけ振る」ことでなるべく

大きな音を出そうとする園児がいた。
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 触覚では，多くの園児が，ガラス材のビー玉，らせん

状のマカロニ，つるつるのストローなどをボトルに入れ

る前に「素材の凹凸や質感（マチエール）を確かめなが

ら触る」ように素材と関わっていた。視覚では，素材の

動きをじっくり目で追いながらボトルを振っていた園児が

みられた。こうした動作や素材との関わり方についての

種類は，実践者がバリエーションを提示したのではなく，

園児たちの行為から発生したものであった。

そして「仕組み」の理解に関して，16名の園児から

「仕組み」に気づいたと推察される表現がみられた。例

えば「中身の種類や量を絞ったり増やしたりしている」表

現をした園児は，音づくりの際に中身の素材を全て取り

出し1種類に絞って入れ直し，その後また増やしていた。

また多くの園児が追加の素材を取りに行く中，迷った様

子を見せた後に「追加ではいらない」と決めていた園児

や，「やっぱり戻す」と材料置き場に素材を減らしに来た

園児もいた。先述した多様な鳴らし方を踏まえ，お気に

入りの音をつくるために素材の量や種類を自分で取捨選

択する園児の姿がみられた。

また作品分析から，本実践で園児が材料の形や色に

着目して製作していたことも推察できた。例えば「中身

や飾りの色に統一感をもたせている」表現をする園児や

「蓋を留めるビニールテープの色とシールの色を同じにし

ている」園児がみられた。また作品全体の傾向を振り返

ると，ペットボトルの中が見えるよう隙間や空間を残して

飾りつける表現が20作品中18作品みられた。これは園

児が素材に対し「音を鳴らす材料」に加え「視覚的な効果

をもたらす材料」としての要素を見出し，製作に反映させ

ていたためではないかと考えられる。本実践の主なねらい

は音づくりであったが，園児たちは素材の形や色にも着目

する要素を見出し製作につなげていたと考えられる。

表6　園児の作品にみられた表現の種類
ボトルいっぱいに素材を入れている

中身の種類や量を絞ったり増やしたりしている

目玉シールを貼り顔に見えるよう飾りつけている

ボトルの中身が見えるように空間を残しながら飾りつけて

いる

ボトルを覆うように飾りつけている

ボトルの側面に飾りつけをしない

異なる色の花紙を入れている

シールやテープを組み合わせて模様のように飾りつけてい

る

シールやテープを組み合わせて顔の形に飾りつけている

色や大きさの異なるシールを組み合わせて貼っている

シールやテープを重ねながら貼っている

ビニールテープの色とシールの色を同じにしている

前面にあたる部分にのみ飾りつけている

全面に飾りつけている

目玉やシールを飾りつける位置を工夫している

中身や飾りの色に統一感をもたせている

表7　園児にみられた動作の種類
素材の凹凸や質感（マチエール）を確かめながら触る

ボトルの穴に注ぐように入れたり，ぽんぽんと押し入れた

りする

キャップをくるくる開け閉めする

ボトルの持ち手を握って上下左右に振る

キャップ部分を持って上下左右や円状に振る

音を自分で聞きながら鳴らし他者にも聞かせる

ボトルの底部を両手で握り小刻みに揺する

両手で横向きに掴み上下左右に振る

交互に逆手にしながら振る

トンカチを打つように力強く一回だけ振る

キャップを叩いた振動で鳴らす

ボトルを逆さまにして中身を取り出す

ボトルの底面に口や顎をつける

机の上でボトルをコロコロと転がす

ボトルの上にトレイをかぶせる

トレイの中にボトルを入れかき混ぜるように回す

逆さまのトレイの上にボトルを置く

テープを巻きつける

シールを台紙からはがしボトルに貼りつける

最後に幼小連携の観点から本実践を考察する。文部

科学省による幼稚園教育要領解説（2018，p.67）では，

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の（10）豊かな

感性と表現において「心を動かす出来事などに触れ感性

を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方などに

気付き，感じたことや考えたことを自分で表現したり（後

略）」と記載されている。本実践における園児の「仕組

み」の理解は，豊かな感性と表現の育成につながってい

たものだと考えられる。

また本実践は日本文教出版による小学校図画工作科

の教科書教材である「音づくりフレンズ」（日本文教出

版，2020）と目標や学習内容において共通点がある。

「音づくりフレンズ」も音が鳴る材料や「仕組み」を用い

た教材であり，空き箱や缶，割り箸や輪ゴムといったよ

り多様な身辺材を使って製作する内容である。「題材別

カリキュラム・評価規準例」（日本文教出版，2018）によ

ると「音づくりフレンズ」の目標は「身近な材料で音を出

す仕組みをつくり，いろいろな形や色，触った感じなど

を捉えながら，音からイメージした飾りを工夫し，鳴らし

て楽しむ。」であり，主な学習内容は「いろいろな材料を

使って，どのような音が鳴るのか試す。」，「楽しいと感じ

た音や材料を使って，音の鳴る仕組みをつくる。」，「音

の感じに合わせて飾る。」，「音楽に合わせたり，歌ったり

しながら音を鳴らして，つくったものの楽しさや面白さを

味わう。」とある。この教材と比較すると，本実践は動

作や音づくり自体を楽しむことに重きを置きながら，限

定的な素材や用具で「仕組み」への気づきにアプローチ

した活動であると捉えられる。しかし園児からは「仕組

み」に捉われず，行為や素材そのものに着目して生まれ

た姿や作品もみられた。これは本実践における「仕組み」
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が，小学校教育における到達目標のようなものではなく，

あくまで活動や素材から発展される可能性として緩やか

に提示されたものであったためではないだろうか。「遊び

の中での学び」と「仕組み」の理解につながる活動が併

存した事例として，本実践は今後さらに検討すべきでは

ないだろうか。本実践では製作過程において園児たちか

ら自然発生的な「遊びの中での学び」の要素がみられ

た。今後，実践の中で「遊び」の時間をとった際にどの

ような「遊びの中の学び」がみられるのか，園児たちと

作品や素材，動作の関わり方に変化はみられるのか，と

いった観点からも検討していくべきだろう。

4．統合考察

本研究では2つの実践を行った。それぞれの教材では

「仕組み」を活用し，園児が活動に取り組めるように考

案し，実施した。2つの実践を考察した結果，幼小連携

－表現の領域と図画工作科－を踏まえた工作の実践を行

う上で，重要な観点は次のとおりである。

・仕組みをきっかけに「遊び」が生まれるようにすること

・ねらいを踏まえた上で活動や素材から発展される可能

性を考慮すること

小学校においては到達目標や授業のめあてを目指すだ

けではなく，素材から発展する展開や遊びから広がる活

動の展開の可能性にも着目することが重要だといえよう。

幼稚園や保育所においては遊びを試行錯誤の過程と

して捉え，子どもの表現を形や色の観点からも捉えてい

く視野の拡張が重要である。

文部科学省による小学校図画工作科の学習指導要領

解説（2018，p.38）の中で，低学年の目標及び内容，A
表現（1）イには「絵や立体，工作に表す活動を通して，

感じたこと，想像したことから，表したいことを見付ける

ことや，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色

を考えたりしながら，どのように表すかについて考える

こと。」とある。幼児教育と初等教育において，素材か

ら活動が展開されるという共通点はありながらも，小学

校では意図や目的を見つけそれに向かって思考しながら

製作することが求められるようになる。幼児教育段階に

おける，能動的に素材と触れ合い試行錯誤する経験は，

児童が表現における内発的な意図や目的を見つけるきっ

かけになり得るのではないだろうか。本実践から得られ

た示唆は，工作だけではなく図画工作科における造形

遊び，絵や立体に表す活動の表現領域全体をつなぐ視

点としても有効になるのではないだろうか。

本研究の課題としては小学校での実践を行っていないた

め，幼児教育にて行われている工作教材について実践を踏

まえ，初等教育の観点からも考察が必要であるといえよう。
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本研究はJSPS科研費22K02673の助成を受けたもの

です。
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1）表2において日本文教出版は（日），開隆堂出版は

（開）と表記した。
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Perspectives on the Connection Between Expression and the
Subject of Arts and Crafts When Linking Early Childhood

and Elementary School Education:
Analyzing Textbooks to Implement Handicraft Teaching Materials
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Abstract
In this study, with the aim of creating perspectives that can be implemented in the educational setting where early childhood 
and elementary school education are linked, we developed teaching materials targeting preschoolers and conducted 
practical lessons. In addition, after the completion of the lessons, an analysis of the artworks created by the preschoolers 
was conducted. The analysis of the artworks included looking into the colors and shapes used, as well as the creativity 
involved in expressing themselves. From examining the results of the two practical implementations, it became evident that 
when conducting handicraft practices with a focus on early childhood and elementary school collaboration, it's essential to 
initiate "play" based on the established structure and to consider the potential evolution from activities and materials based 
on set objectives.

Keywords：collaboration between early childhood education and school education,
                  “expression” at early childhood education, arts and crafts, teaching materials
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